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1.  平成25年6月期第1四半期の業績（平成24年7月1日～平成24年9月30日） 

（注）平成24年6月期は、3月決算から6月決算へ決算期の変更をしたことに伴い15ヶ月の変則決算となっておりますので、対前年同四半期増減率は記載してお
りません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年6月期第1四半期 274 ― △82 ― △82 ― △77 ―

24年6月期第1四半期 508 △14.0 △14 ― △13 ― △14 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年6月期第1四半期 △1,296.28 ―

24年6月期第1四半期 △243.32 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年6月期第1四半期 2,891 2,635 91.1 44,013.59
24年6月期 2,991 2,702 90.3 45,135.81

（参考） 自己資本   25年6月期第1四半期  2,635百万円 24年6月期  2,702百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

平成24年6月期は、3月決算から6月決算へ決算期の変更をしたことに伴い、平成24年5月2日に「平成24年6月期 第4四半期決算短信」を提出しております。 
平成25年6月期の配当に関しましては、現時点では未定とさせていただきます。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年6月期 ―

25年6月期（予想） ― ― ― ―

3. 平成25年 6月期の業績予想（平成24年 7月 1日～平成25年 6月30日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
平成24年6月期は、3月決算から6月決算へ決算期の変更をしたことに伴い15ヶ月の変則決算となっておりますので、対前期増減率及び対前年同四半期増減率
は記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 545 ― △162 ― △161 ― △163 ― △2,735.82

通期 1,068 ― △275 ― △274 ― △279 ― △4,669.54



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年6月期1Q 59,868 株 24年6月期 59,868 株

② 期末自己株式数 25年6月期1Q ― 株 24年6月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年6月期1Q 59,868 株 24年6月期1Q 59,868 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等
により、予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、〔添付資料〕Ｐ．３「１．当四半期に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的
情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、復興関連需要など国内需要の堅調な推移から、緩やかな回復基

調が見込まれたものの、欧州政府債務危機懸念や長期化する円高、電力供給の制約、中国景気の減速懸念など、先

行きはなお不透明な状況にあります。 

 当社の事業ドメインであるモバイル関連市場において、平成23年のモバイルコンテンツ市場規模は7,345億円

（対前年比114％）、そのうちフィーチャーフォン市場は6,539億円（対前年比101％）、スマートフォン市場は806

億円（対前年比655％：前年市場規模は参考値として発表）とスマートフォン市場が急拡大しております（出所：

一般社団法人モバイル・コンテンツ・フォーラム ）。また、平成23年度（平成23年４月から平成24年３月）の国

内携帯電話端末の総出荷台数は4,274万台で、うちスマートフォンの出荷台数は前年比2.8倍増の2,417万台とな

り、総出荷台数の56.6％を占め、平成24年度（平成24年４月から平成25年３月）については、総出荷台数が4,060

万台、うちスマートフォンは2,790万台で68.7％を占めると予測されており（出所：株式会社MM総研[ 東京・

港 ]）、今後もフィーチャーフォンからスマートフォンへの移行は加速していくものと想定されます。 

 このような状況下、当社は業績の回復を喫緊の課題と認識しており、収益拡大が見込めない案件からの撤退、キ

ャッシュアウトの徹底削減を行う一方、新たな収益基盤、成長事業を確立すべく、スマートフォン等マルチデバイ

ス向け決済機能、認証機能および会員管理機能を有する独自プラットフォーム『デジタルプラットフォーム』の開

発、および当社が運営する既存サイトのスマートフォン対応等に経営資源を投下してまいりました。 

 しかしながら、フィーチャーフォン向けサービスにおいてスマートフォンへの移行が急速に進んでいることによ

る課金会員数の減少が継続していること、新規事業への先行投資が継続的に発生していること等から、収益の改善

にはいたりませんでした。 

 以上の結果、当第１四半期累計期間における売上高は274百万円（前年同四半期比46.1％減）、営業損失は82百

万円（前年同四半期の営業損失は14百万円）、経常損失は82百万円（前年同四半期の経常損失は13百万円）、四半

期純損失は77百万円（前年同四半期の四半期純損失は14百万円）となりました。 

なお、当社は平成23年９月９日開催の臨時株主総会の決議に基づき、事業年度の末日を６月30日とする決算期の

変更を行いました。これにより、前事業年度は、平成23年４月１日から平成24年６月30日までの15ヶ月の変則決算

となっておりますが、対前年同四半期増減率につきましては前事業年度の第１四半期累計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日）と比較しております。 

   

 ○セグメント別の状況 

 当第１四半期累計期間からセグメント別の業績をより明確にする為に、報告セグメントの利益又は損失の算定方

法を変更しております。なお、前第１四半期累計期間につきましては、変更後の算定方法により作成した報告セグ

メントごとの売上高及び利益又は損失の金額を記載しております。  

  

 （エンタテインメントセグメント） 

当セグメントにおきましては、主要サービスであるアーティスト・タレントのモバイルサイト運営について積極

的な営業活動を行い、スマートフォンへの対応を推進いたしました。 

具体的な取り組みとしまして、スマートフォンやPCなどマルチデバイスに対応するクラウド型会員向けアーティ

スト情報提供サービス『NEVAEH』（ネバー）における新規アーティストの追加および機能の充実や、既存サイトの

スマートフォン化対応に務めました。また、7月には日本最大級の病院口コミ検索サイト『QLife』が、スマートフ

ォンで『病院・薬・レシピ◆QLife』としてリニューアルオープンいたしました。 

一方、課金会員数は、前期に引き続き不採算サイトからの撤退を実施したことおよびユーザーのスマートフォン

への移行が急速に進んだこと等により減少いたしました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は202百万円（前年同四半期比46.8％減）、セグメント損失は7百万円（前年

同四半期のセグメント利益は62百万円）となりました。 

  

（ソリューションセグメント） 

当セグメントにおきましては、企業向けにモバイル分野における各種ソリューションの提供を行っております。

引き続き、大手通信販売会社向けのモバイルECサイトの構築・運用、大手食品メーカー向けや外食チェーン店、大

手製薬会社向けのモバイルプロモーションの企画・制作・運用等の案件を受託しております。 

また、新規顧客の獲得にも努め、新たな大手通信販売会社のモバイルサイトの構築や関連コンテンツ・アプリの

制作を受託いたしました。 

一方、システム開発案件の受注減少等や、既存顧客からの受注の縮小があり、全体の売上高は前期比で減少いた

しました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は71百万円（前年同四半期比44.0％減）、セグメント損失は3百万円（前年
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同四半期のセグメント利益は15百万円）となりました。  

   

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

  当第１四半期会計期間末の資産合計は2,891百万円と前事業年度末比で99百万円（3.3％）減少いたしました。負

債合計は前事業年度末比32百万円（11.3％）減少の256百万円、また純資産合計は前事業年度末比67百万円

（2.5％）減少の2,635百万円となりました。 

  流動資産につきましては、110百万円減少しました。その主な要因は現金及び預金が71百万円減少し、さらに売

上高の減少に伴い売掛金が35百万円減少したことによるものです。 

 固定資産については10百万円増加しました。その主な要因は投資有価証券が９百万円増加したこと等によるもの

であります。 

 負債につきましては、32百万円減少しております。その主な要因は売上原価の減少により買掛金27百万円が減少

したこと等によるものであります。  

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

当社の属するモバイルコンテンツ市場ならびにモバイルコマース市場のマーケットは引き続き拡大傾向にある一

方、フィーチャーフォンからスマートフォンへの移行が急激に進み、フィーチャーフォンビジネスにおける課金会

員数の減少傾向が続いております。 

かかる状況下、当社といたしましては、収益拡大が見込めない案件からの撤退、キャッシュアウトの徹底削減、

成長が見込める領域への経営資源投下を着実に進めております。 

エンタテインメントセグメントにおきましては、既存サイトのスマートフォン対応を加速させており、従来から

推進しております「デジタルプラットフォーム事業（スマートフォンをはじめとしたマルチデバイスに対応し、多

様な決済・認証とシームレスに連携したファンクラブ会員管理プラットフォーム事業）」の展開を推進しておりま

す。具体的には、デジタルコンテンツ販売のみならず、電子チケット販売、EC対応をするなど機能の拡張を行なっ

ており、収益モデルの多様化に取り組んでまいります。 

ソリューションセグメントにおきましては、法人向けのモバイルプロモーションの企画・制作・運用や、EC事業

者のモバイルECサイトの構築・運用等の案件において、スマートフォンサイトの構築・運用体制の強化を行い、収

益増大に取り組んでおります。特に、EC事業においては、スマートフォンに加えタブレット端末等マルチデバイス

に対応するべく、独自のコンテンツ管理システムの構築や人的資源の有効活用を進めることで、商品力を強化して

まいります。 

なお、平成24年８月14日に公表いたしました平成25年６月期の業績予想に変更はございません。 

   

   

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

   

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年６月30日) 

当第１四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,508,985 2,437,586

売掛金 253,983 218,143

商品及び製品 4,924 4,462

仕掛品 430 －

その他 18,357 15,827

貸倒引当金 △2,271 △2,040

流動資産合計 2,784,408 2,673,979

固定資産   

有形固定資産 0 235

無形固定資産 25,715 25,432

投資その他の資産 181,018 191,624

固定資産合計 206,734 217,291

資産合計 2,991,143 2,891,271

負債の部   

流動負債   

買掛金 182,101 154,817

未払法人税等 2,731 2,658

その他 73,890 62,753

流動負債合計 258,723 220,229

固定負債   

資産除去債務 10,452 10,488

繰延税金負債 19,777 25,547

固定負債合計 30,229 36,036

負債合計 288,952 256,265

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,770,425 1,770,425

資本剰余金 1,467,249 1,467,249

利益剰余金 △571,198 △648,804

株主資本合計 2,666,475 2,588,870

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 35,714 46,135

評価・換算差額等合計 35,714 46,135

純資産合計 2,702,190 2,635,005

負債純資産合計 2,991,143 2,891,271



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 508,072 274,089

売上原価 277,541 179,286

売上総利益 230,530 94,803

販売費及び一般管理費 244,778 177,722

営業損失（△） △14,247 △82,919

営業外収益   

受取利息 153 180

受取配当金 100 －

その他 3 35

営業外収益合計 257 216

営業外費用   

支払利息 1 －

その他 2 －

営業外費用合計 4 －

経常損失（△） △13,994 △82,703

特別利益   

投資有価証券売却益 － 6,042

特別利益合計 － 6,042

税引前四半期純損失（△） △13,994 △76,660

法人税、住民税及び事業税 572 945

法人税等合計 572 945

四半期純損失（△） △14,567 △77,605



  該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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